
第69回

日本新生児成育医学会・学術集会プログラム

開 催 形 式

　本学術集会は現地開催と一部セッションの会期後オンデマンド配信を併用するハイブリッ
ド開催といたします。最新の情報につきましては学術集会ホームページに随時掲載させてい
ただきます。
　第 69 回日本新生児成育医学会・学術集会ホームページ（https://jsnhd69.umin.jp）
　ご来場いただく皆様におかれましては、こまめな手指消毒や混雑時のマスク着用など引き
続き感染対策にご協力をお願い申し上げます。

　また、日本新生児成育医学会ホームページ（https://jsnhd.or.jp/）内の会員専用サイトでは、
会員限定サービスとしてプログラム抄録集の PDF を掲載しております。
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第 69 回日本新生児成育医学会・学術集会
『激動の社会の新生児医療～未来への勇気と希望～』

会　期：2025 年（令和 7 年）11 月 13 日（木）～ 15 日（土）
会　場：パシフィコ横浜　会議センター
会　長：髙橋　尚人（東京大学医学部附属病院　小児・新生児集中治療部）

査読委員：
相澤まどか（昭和医科大学 / コトコトクリニック）	 大石　　彰（浜松医科大学）

饗場　　智（山形県立中央病院）	 大川　夏紀（順天堂大学医学部附属静岡病院）

青木　幹弘（長崎医療センター）	 大城　達男（沖縄県立南部医療センター）

青木　良則（宮崎大学）	 大城　　誠（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院）

赤石　睦美（大分県立病院）	 大曽根義輝（千葉大学医学部附属病院）

吾郷　真子（島根大学医学部附属病院）	 大塚　博樹（岐阜大学）

芦名満理子（神戸大学医学部附属病院）	 大西　　聡（大阪公立大学医学部附属病院）

阿部　真也（済生会兵庫県病院）	 大庭　千明（沖縄県立南部医療センター）

網塚　貴介（青森県立中央病院）	 大橋　　敦（関西医科大学）

新井　浩和（秋田赤十字病院）	 大橋　宏史（鹿児島市立病院）

新嘉喜映佳（沖縄県立中部病院）	 大橋　祥子（都立大塚病院）

荒木　亮佑（京都大学医学部附属病院）	 岡崎　　薫（東京都立小児総合医療センター）

荒堀　仁美（市立豊中病院）	 小笠原　啓（公立岩瀬病院）

有光　威志（慶應義塾大学）	 岡橋　　彩（日本大学）

飯嶋　重雄（浜松医科大学）	 岡本　年男（旭川医科大学病院）

五百蔵智明（姫路赤十字病院）	 小川　　亮（長野県立こども病院）

池田　智文（青森県立中央病院）	 小田　　新（長野県立こども病院）

諫山　哲哉（国立成育医療研究センター）	 落合　正行（九州大学）

石川　　淑（札幌東豊病院）	 垣内　五月（東京女子医科大学病院）

石黒　秋生（東京大学医学部附属病院）	 垣田　博樹（愛知医科大学病院）

石田　敦士（岐阜県立多治見病院）	 影山　　操（国立病院機構岡山医療センター）

石原　千詠（鹿児島市立病院）	 梶川　大悟（茨城県立こども病院）

伊藤　　淳（東京大学医学部附属病院）	 鹿嶋　晃平（国際医療福祉大学成田病院）

伊藤　美春（大垣市民病院）	 片山　義規（高槻病院臨床研究センター）

井上　普介（九州大学病院）	 加藤　育子（香川大学）

猪俣　　慶（熊本市民病院）	 加藤　　晋（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院）

岩井　正憲（宮崎県立延岡病院）	 加藤　丈典（名古屋市立大学医学部附属西部医療センター）

岩田　欧介（名古屋市立大学）	 加藤　英子（公立陶生病院）

岩永　　学（佐賀大学医学部附属病院）	 加藤　文英（静岡赤十字病院）

岩見　裕子（大阪市立総合医療センター）	 加藤　有一（安城更生病院）

内山　　温（東海大学）	 金井　雅代（埼玉医科大学総合医療センター）

江頭　智子（佐賀病院）	 河井　昌彦（京都大学）

遠藤真美子（千葉大学医学部附属病院）	 川瀬　昭彦（熊本市民病院）
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川瀬　泰浩（東邦大学医療センター佐倉病院）	 新藤　　潤（東京都立小児総合医療センター）

川谷　圭司（大阪大学）	 神農　英雄（愛知医科大学）

川畑　　建（埼玉県立小児医療センター）	 須賀　健一（自治医科大学附属さいたま医療センター）

寒竹　正人（順天堂大学練馬病院）	 菅　秀太郎（産業医科大学）

閑野　知佳（埼玉県立小児医療センター）	 菅沼　広樹（順天堂大学）

北畠　康司（大阪大学）	 杉浦　崇浩（名古屋市立大学）

木下　大介（京都第一赤十字病院）	 杉浦　　弘（聖隷浜松病院）

木原　沙紀（千船病院）	 杉江　　学（東京科学大学）

木原美奈子（苫小牧市立病院）	 隅　　清彰（石井記念愛染園附属愛染橋病院）

日下　　隆（香川大学）	 清宮　綾子（イムス富士見総合病院）

九島　令子（東京都立墨東病院）	 外舘玄一朗（岩手医科大学）

楠田　　剛（福岡市立病院）	 大門　祐介（苫小牧市立病院）

國方　徹也（埼玉医科大学病院）	 高橋　章仁（倉敷中央病院）

久保井　徹（四国こどもとおとなの医療センター）	 高橋　一雅（山口大学）

久保田真通（倉敷成人病センター）	 髙橋　尚人（東京大学医学部附属病院）

熊谷　　健（ベルランド総合病院）	 高村　恭子（横浜市立市民病院）

熊坂　　栄（東京かつしか赤十字母子医療センター）	 竹内　章人（岡山医療センター）

倉辻　　言（新潟県立中央病院）	 竹本　康二（江南厚生病院）

源川　隆一（沖縄県立中部病院）	 田中　えみ（大阪公立大学大学）

釼持　孝博（横浜市立大学附属市民総合医療センター）	 田中　裕子（大阪市立総合医療センター）

小泉　亜矢（群馬県立小児医療センター）	 玉井　　圭（岡山医療センター）

郷　　勇人（福島県立医科大学）	 千葉　洋夫（仙台医療センター）

河野　由美（自治医科大学）	 長　　和俊（JCHO 北海道病院）

幸脇　正典（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院）	 塚本　桂子（国立成育医療研究センター）

小久保雅代（長野県立こども病院）	 鶴田　志緒（松戸市立総合医療センター）

小林　　玲（新潟大学医歯学総合病院）	 寺澤　大祐（岐阜県総合医療センター）

近藤雅楽子（東京都立墨東病院）	 寺田　知正（昭和医科大学病院）

近藤　昌敏（東京都立小児総合医療センター）	 戸石　悟司（成田赤十字病院）

齊藤　明子（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院）	 徳久　琢也（鹿児島市立病院）

齋藤　朋子（神奈川県立こども医療センター）	 富田　美佳（君津中央病院）

坂井　拓朗（札幌医科大学附属病院）	 友滝　清一（京都大学医学部附属病院）

酒見　好弘（北九州市立医療センター）	 豊島　勝昭（神奈川県立こども医療センター）

佐藤　　敬（旭川厚生病院）	 鳥谷由貴子（岩手医科大学）

佐藤　義朗（名古屋大学医学部附属病院）	 中江　広治（鹿児島大学病院）

澤田真理子（倉敷中央病院）	 中尾　　厚（日本赤十字社医療センター）

設樂　佳彦（東京女子医科大学病院）	 長坂美和子（高槻病院）

柴田　優花（国立成育医療研究センター）	 中澤　祐介（なかざわこどもクリニック）

島　　義雄（日本医科大学武蔵小杉病院）	 中嶋　敏紀（小倉医療センター）

下風　朋章（神奈川県立こども医療センター）	 中島　美佳（函館中央病院）

東海林宏道（順天堂大学）	 中田　裕生（高知医療センター）

白井　憲司（聖隷三方原病院）	 中西　秀彦（北里大学）

白石　　淳（国立循環器病研究センター）	 長野　伸彦（日本大学）
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中野　有也（昭和医科大学江東豊洲病院）	 増谷　　聡（埼玉医科大学総合医療センター）

中野　玲二（静岡県立こども病院）	 増本　健一（東邦大学医療センター大森病院）

中村　和恵（岡山市保健所）	 松井　　晃（神奈川県立こども医療センター）

中村　秀勝（北海道立子ども総合医療・療育センター）	 松井紗智子（兵庫県立こども病院）

中村　　信（岡山医療センター）	 松崎　陽平（横浜市立市民病院）

長屋　　建（旭川医科大学病院）	 松本　　敦（岩手医科大学）

中山　　淳（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院）	 丸山　憲一（群馬県立小児医療センター）

鍋谷まこと（淀川キリスト教病院）	 丸山　秀彦（国立成育医療研究センター）

奈良昇乃助（東京医科大学病院）	 丸山　有子（いまきいれ総合病院）

難波　文彦（埼玉医科大学総合医療センター）	 三浦　紀子（高知大学医学部附属病院）

西崎　直人（順天堂大学医学部附属浦安病院）	 三浦　真澄（川崎医科大学附属病院）

西田　吉伸（兵庫県立尼崎総合医療センター）	 水口卯生子（東京都立小児総合医療センター）

西村　　裕（広島市立広島市民病院）	 水野　克己（昭和医科大学）

西村　　力（自治医科大学）	 水本　　洋（医学研究所北野病院）

野崎　昌俊（大阪母子医療センター）	 箕面崎至宏（川口市立医療センター）

長谷川久弥（東京女子医科大学附属足立医療センター）	 三村　仁美（兵庫県立こども病院）

長谷部義幸（昭和医科大学）	 宮沢　篤生（昭和医科大学）

服部　哲夫（安城更生病院）	 宮園　弥生（水戸赤十字病院）

埴田　卓志（宮城県立こども病院）	 宮田　昌史（藤田医科大学）

早川　昌弘（葵鐘会）	 宮林　　寛（春日部市立医療センター）

林　　誠司（岡崎市民病院）	 三輪　雅之（さいたま市立病院）

林　　知宏（倉敷中央病院）	 向井　丈雄（東京大学医学部附属病院）

坂野　公彦（奈良県立医科大学）	 村瀬　正彦（昭和医科大学横浜市北部病院）

土方みどり（日本大学）	 村林　督夫（沼津市立病院）

飛彈麻里子（さいたま市立病院）	 望月　成隆（大阪母子医療センター）

日根幸太郎（東邦大学医療センター大森病院）	 森　　和広（川崎市立川崎病院）

平川　英司（鹿児島市立病院）	 森岡　一朗（日本大学）

平田　克弥（大阪母子医療センター）	 森丘千夏子（武蔵野赤十字病院）

平野　慎也（大阪母子医療センター）	 森本　大作（岡山大学）

廣間　武彦（長野県立こども病院）	 安田　真之（香川大学医学部附属病院）

福嶋　祥代（姫路赤十字病院）	 矢田ゆかり（自治医科大学附属病院）

福原　里恵（県立広島病院）	 柳沢　俊光（長野県立こども病院）

藤岡　一路（神戸大学）	 山田　恭聖（愛知医科大学病院）

二谷　　武（富山県立中央病院）	 山田　洋輔（東京女子医科大学附属足立医療センター）

古川　律子（川崎市立川崎病院）	 山本　和之（名古屋市立大学）

不破　一将（日本大学）	 山本　順子（JCHO 九州病院）

北東　　功（聖マリアンナ医科大学）	 山本ひかる（トヨタ記念病院）

細井健一郎（杏林大学）	 山本　　裕（岐阜県総合医療センター）

細野　茂春（練馬光が丘病院）	 山本和歌子（桑名市総合医療センター）

本多　正和（埼玉医科大学病院）	 豊　奈々絵（淀川キリスト教病院）

前出　喜信（シュシュレディースクリニック戸田公園）	 横田　知之（千船病院）

前野　泰樹（聖マリア病院）	 吉田　丈俊（富山大学附属病院）
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吉田美寿々（大阪母子医療センター）	 和田　紀久（近畿大学）

芳本　誠司（兵庫県立こども病院）	 和田　友香（国立成育医療研究センター）

与田　仁志（東邦大学）	 渡邊　真平（東北大学病院）

鷲尾　洋介（岡山大学）	 渡部　功之（獨協医科大学）

和田　和子（大阪母子医療センター）

事　務　局：東京大学医学部附属病院　総合周産期母子医療センター
　　　　　　〒 113-8655　東京都文京区本郷 7-3-1

運営事務局：株式会社サンプラネット メディカル事業部　メディカルコンベンションユニット
　　　　　　〒 112-0012　東京都文京区大塚 3-5-10 住友成泉小石川ビル 6 階
　　　　　　TEL：03-5940-2614　FAX：03-3942-6396
　　　　　　E-mail：jsnhd69@sunpla-mcv.com
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ご　挨　拶

「激動の社会の新生児医療～未来への勇気と希望～」

　
第 69 回日本新生児成育医学会・学術集会

会長　髙橋　尚人
東京大学医学部附属病院　小児・新生児集中治療部

　このたび、第 69 回日本新生児成育医学会・学術集会を 2025 年（令和 7 年）11 月 13 日（木）～ 15 日（土）の 3
日間、パシフィコ横浜会議センター（横浜市）で開催させていただきます。11 月 14 日（金）～ 15 日（土）には
東京大学医学部附属病院小児医療センター NICU/GCU 看護師長の柘植美恵会長が担当する「第 34 回日本新生児
看護学会学術集会」との合同開催となります。
　本学術集会では「激動の社会の新生児医療～未来への勇気と希望～」をメインテーマに掲げました。現在、世界
は災害、戦争、感染症、少子化、情報化社会における社会的分断や偽情報の拡散など、世界規模で大変困難な時代
を迎えています。このような状況にあって、次世代を担う子どもたちのいのちの誕生の喜びと家族や社会での子育
ての幸せは、世界の平和や再統合に貢献するものと思っています。
　そこで、今回の学術集会では新生児医療の枠を超えた一流の方々のお話をお聴きして未来への勇気と希望を得た
いと思っています。そのほかにも、教育講演、委員会企画など最先端の研究と医療について学ぶ機会を多くご用意
しました。
　開催概要としては、現地対面開催と後日のオンデマンド配信のハイブリッド方式とし、口演を中心としながらポ
スター発表も行います。最近の学術集会では少し多い 370 題の一般演題の応募がありました。国際化を見据えて、
若手の方に英語発表の機会を持っていただきたいと考え、英語口演・ポスターの枠を設けましたが、16 題の英語
口演が組まれています。日本人同士ではありますが、英語での discussion に挑戦してください。
　また今回、有料となりますが、懇親会の場を設けています。ぜひお申し込みいただき、楽しいひと時をお過ごし
ください。現地での活発な討論と後日の配信を楽しみにしている皆様にご満足いただける学術集会としたいと思っ
ています。全国からの多くの皆様方のご参加を心からお待ち申し上げます。

� 令和 7 年 10 月吉日
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第 69 回日本新生児成育医学会・学術集会のご案内
『激動の社会の新生児医療～未来への勇気と希望～』

1．会期：2025 年（令和 7 年）11 月 13 日（木）～ 15 日（土）
  第 1 日　午前　開会式、会長講演、招請講演、基調講演
  　　　　午後　‌�教育講演 1・2・3、教育セミナー優秀ワークショップ発表会、学会賞受賞記念講演、� 	

佐多フェローシップキングスカレッジプログラム留学報告、社員総会、シンポジウム 1・2、� 	
ワークショップ 1・2・3、English Session 1（Oral）、一般演題（口演）

  第 2 日　午前　シンポジウム 3・4・5、教育講演 4・5・6、合同特別講演 1、一般演題（口演）
  　　　　午後　‌�合同特別講演 2、教育講演 7、ワークショップ 4・5、特別企画、日本学術会議シンポジウム、�	

合同シンポジウム 1、優秀演題、English Session 2（Oral）、English Session（Poster）、� 	
一般演題（口演 / ポスター）

  第 3 日　午前　‌�合同特別講演 3・4、教育講演 8・9・10、ワークショップ 6、倫理委員会企画、� 	
English Session 3（Oral）、一般演題（口演）

  　　　　午後　‌�教育講演 11・12、ワークショップ 7・8・9、合同シンポジウム 2、一般演題（口演 / ポスター）、	
Nsim セミナー、閉会式

2．会場
  第 1 会場　パシフィコ横浜　会議センター　1F　メインホール
  　　　　　�開会式、会長講演、招請講演、基調講演、教育セミナー優秀ワークショップ発表会、� 	

学会賞受賞記念講演、佐多フェローシップキングスカレッジプログラム留学報告、社員総会

  第 2 会場　パシフィコ横浜　会議センター　5F　501
  　　　　　�シンポジウム 1・3、ワークショップ 6・7、倫理委員会企画、優秀演題、� 	

English Session 1・2（Oral）、一般演題（口演）

  第 3 会場　パシフィコ横浜　会議センター　5F　502
  　　　　　�シンポジウム 4、ワークショップ 1・2・4・5・8、English Session 3（Oral）、� 	

一般演題（口演）

  第 4 会場　パシフィコ横浜　会議センター　5F　503
  　　　　　‌�教育講演 1・2・3・4・5・6・7・8・9・10・11・12、日本学術会議シンポジウム、� 	

ワークショップ 3、閉会式

  第 5 会場　パシフィコ横浜　会議センター　3F　304
  　　　　　シンポジウム 2・5、ワークショップ 9、一般演題（口演）

  第 6 会場　パシフィコ横浜　会議センター　4F　414 ＋ 415
  　　　　　特別企画、Nsim セミナー、一般演題（口演）
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  第 7 会場　パシフィコ横浜　会議センター　4F　416 ＋ 417
  　　　　　一般演題（口演）

  新生児看護学会　第 1 会場　パシフィコ横浜　会議センター　1F　メインホール
  　　　　　　　　合同特別講演 1・2・3・4

  新生児看護学会　第 2 会場　パシフィコ横浜　会議センター　3F　303
  　　　　　　　　合同シンポジウム 1・2

  ポスター会場　パシフィコ横浜　会議センター　4F　418 ＋ 419
  　　　　　　　English Session（Poster）、一般演題（ポスター）

  企業展示会場　パシフィコ横浜　会議センター　3F　301 ＋ 302
  　　　　　　　企業展示

3．参加登録及び受付
1）参加受付
 　パシフィコ横浜　会議センター　2F フォワイエ
 　11 月 13 日（木）8：00 ～ 17：00
 　11 月 14 日（金）8：00 ～ 17：00
 　11 月 15 日（土）7：30 ～ 15：00

2）参加登録期間
 　【1 次登録期間】10 月   1 日（水）9：00 ～ 11 月 12 日（水）18：00
 　【2 次登録期間】11 月 13 日（木）9：00 ～ 12 月 19 日（金）18：00

3）参加費

受付区分 参加費
【  1 次登録期間】

参加費
【  2 次登録期間】 備 考

会員 18,000 円 20,000 円 不課税

非会員 22,000 円 24,000 円 ※課税 10％

懇親会  5,000 円 －

医学部学生・初期研修医 無料　※懇親会無料 身分証明書（所属機関発行）の
ご提出をお願いします。

若手新生児科医
フェローシップ採用者 無料　※懇親会無料

※参加費等、決済後のキャンセルにはご返金できません。
※学生証（写し）もしくは在籍証明書を参加登録の際にアップロードをお願いします。

 ・新入会の申込み、年会費のお支払いは総合受付横の「学会事務局受付」にて取り扱います。
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4）参加登録方法
 　�会場へご来場される前に必ず学術集会ホームページ内「Medical Prime」にて参加登録をお願いします。や

むを得ず当日会場にて参加登録をされる場合、オンデマンド視聴を希望される方は「Medical Prime」の
ご登録およびご決裁をその場でご案内させていただきます。原則ご登録手続きは来場者様本人で行ってい
ただく都合上、登録と決済が確認できるまでお時間を頂戴する可能性がございますのであらかじめご了承
ください。

 　　※当日現金での受付は行っておりません。
 　第 69 回日本新生児成育医学会・学術集会　参加登録
 　　https://jsnhd69.umin.jp/registration.html

 　【「Medical Prime」会員の方】※第 68 回にて参加登録をされた方は「Medical Prime」会員登録済です。
　　1）本学術集会ホームページ内の「参加登録」よりお手続きをお願いします。
　　2）ご登録およびご決済完了後、参加証をダウンロードしてください。
　　3）会場へお越しの方
　　 　　①来場前にダウンロードした参加証のカラー印刷をお願いします。
　　 　　②来場後は、記名台にあるホルダーに入れて着用ください。
　　4）会場へお越しにならない方（オンデマンド配信を「Medical Prime」でご視聴ください。）
　　 　※視聴時には「Medical Prime」の会員登録時のメールアドレス・パスワードが必要です。

 　【Medical Prime 新規会員登録】
 　　‌�本学術集会ホームページ内「参加登録」⇒「Medical Prime」への会員登録（無料）よりご登録をお願

いします。（本学術集会への参加登録には「Medical Prime」への会員登録が必要です）

4．会期後オンデマンド配信
  本学術集会は、会期後に一部のセッションのみオンデマンド配信をいたします。
  本学術集会ホームページ内「会期後オンデマンド配信」よりプログラムの視聴が可能です。
  　※会期中の LIVE 配信はございません。
  　※配信対象セッションは学術集会ホームページをご参照ください。
  　 （演者の許諾確認結果により変更の可能性有）
  　※視聴時には「Medical Prime」の会員登録時のメールアドレス・パスワードが必要です。
 【オンデマンド配信期間】
   2025 年 11 月 26 日（水）9：00 ～ 2025 年 12 月 19 日（金）23：59 まで
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会期後オンデマンド配信対象セッション一覧
11 月 13 日（木）

セッション名 セッションタイトル

会長講演 激動の社会の新生児医療～未来への勇気と希望～

招請講演 遺伝統計学による疾患病態解明と個別化医療

基調講演 いのちの尊厳性について

教育講演 1 ディベロップメンタルケア（DC）の進化と継承

教育講演 2 Can we prevent the long term adverse respiratory outcomes of premature birth?

教育講演 3
プロテオミクスの新たな扉を開ける
─ 100% 小児外科医が目指す次世代型研究システム～ Team Science 構想～

シンポジウム 1 百日咳・RS ウイルス感染症の予防開発の過去・現在・未来

ワークショップ 3
仁志田博司メモリアルシンポジウム
─『あたたかい心を育む』こととは？

11 月 14 日（金）

セッション名 セッションタイトル

教育講演 4 新生児におけるエコーウイルス 11 型感染症

教育講演 5 新生児医療の法的課題─日本と諸外国の比較を兼ねて

教育講演 6 microRNA と医学・医療

教育講演 7 ゲノム編集が切り拓く未来　いまなにが始まろうとしているのか

ワークショップ 4 学会英文誌発行に向けて

合同特別講演 1 いのちの始まりの生命倫理の概念枠組み再考

合同特別講演 2 新生児医療におけるナラティブと正義

日本学術会議
シンポジウム

「日本学術会議見解案『現代の新生児医療における臨床倫理の考え方と医学的意思
決定の方法』の検討」

11 月 15 日（土）

セッション名 セッションタイトル

教育講演 8
1．T 細胞が関わる新生児免疫寛容機構─加齢による Helios の発現変化
2．自己免疫疾患母体から出生した児の免疫反応

教育講演 9 早産児栄養の最新研究

教育講演 10 早産児の神経発達症に対する最新のアプローチ

教育講演 11 生成 AI の現状と活用

教育講演 12
超低出生体重児における消化管穿孔に対する治療戦略と術後痛管理
─胎便関連性腸閉塞症を中心に─

合同特別講演 3 生育限界の児の医療を、こどもと家族の未来につなぐ

合同特別講演 4 苦しみの向こうに光あり─震災で何を見たか─

※演者の許諾確認結果により変更の可能性があります。あらかじめご了承ください。
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5．単位について
本学術集会では以下の単位の取得が可能です。
　※日本産科婦人科学会の単位付与はございません。
・日本周産期・新生児医学会　専門医資格認定単位（5 単位）
・日本周産期・新生児医学会　専門医資格更新認定単位（5 単位）
　※筆頭演者としての発表があれば（5 単位）追加
・日本小児科学会　学術集会参加単位（ⅳ -B）
　※現地会場に来場された方のみ（会期後オンデマンド配信のみでは取得不可）
・専門医共通講習（医療倫理、医療制度・法律、感染対策）
・日本小児科学会　小児科領域講習

6．日本小児科学会専門医の皆様へ
1）研修出席証明については、現地での聴講のみ単位の取得が可能です。
 　　※オンデマンド視聴では単位取得できませんのでご注意ください。
 　　※参加単位をご希望の方は総合受付にて現地参加証明書を必ずお受け取りください。

【専門医共通講習】
 ・現地聴講：対象セッション開始 10 分前より専門医共通講習受講証を配布いたします。
 　　　　　　対象セッション終了後、会場出口にて受講証明書事務局控えを提出ください。

【小児科領域講習】
 ・現地聴講：対象セッション開始 10 分前より受講証引換券を配布いたします。
 　　　　　　対象セッション終了後、会場出口にて引換券と受講証を引き換えいたします。

 ※いずれもセッション開始 10 分以降は受付いたしませんのでご注意ください。
 ※受講証明書はいかなる理由でもセッション終了後の再配布は行いません。
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第 69 回日本新生児成育医学会・学術集会 
単位付与講習一覧

11 月 13 日（木）

 8：50 ～   9：50 小児科領域講習
会長講演

「激動の社会の新生児医療～未来への勇気と希望～」

 9：55 ～ 10：55 小児科領域講習
招請講演

「遺伝統計学による疾患病態解明と個別化医療」

13：20 ～ 15：20
専門医共通講習
（感染対策）

シンポジウム 1
「百日咳・RS ウイルス感染症の予防開発の過去・現在・未来」

11 月 14 日（金）

 9：50 ～ 10：50 小児科領域講習
教育講演 5

「新生児医療の法的課題─日本と諸外国の比較を兼ねて

11：00 ～ 12：00
専門医共通講習
（医療倫理）

合同特別講演 1
「いのちの始まりの生命倫理の概念枠組み再考」

13：20 ～ 14：20 小児科領域講習
合同特別講演 2

「新生児医療におけるナラティブと正義」

11 月 15 日（土）

10：00 ～ 11：00 小児科領域講習
合同特別講演 3

「生育限界の児の医療を、こどもと家族の未来につなぐ」

13：20 ～ 14：20
専門医共通講習

（医療制度と法律）
教育講演 11

「生成 AI の現状と活用」

14：30 ～ 15：30 小児科領域講習
教育講演 12

「�超低出生体重児における消化管穿孔に対する治療戦略と術後痛管理	
─胎便関連性腸閉塞症を中心に─」

7．口演発表の方へ（一般演題）
1）発表時間
 　・‌�一般演題口演の発表時間は、発表 7 分、質疑応答 3 分の計 10 分となり、English Session の発表は発表

10 分、質疑応答 5 分の計 15 分です。時間は厳守してください。
 　・指定セッション（教育講演・シンポジウム等）の発表時間は、個別にご案内いたします。

2）発表方法
 　・口演発表は PC プレゼンテーション（1 面投映）のみとなります。
 　・ご発表の 1 時間前までに PC 受付にて発表データの登録および動作確認を済ませてください。
 　・ご発表の 10 分前には、各会場内前方左手の「次演者席」にて待機してください。
 　・演者は演題順に会場前方左手の次演者席にて待機してください。
 　・‌�質疑、討論のある方は前もってマイクの前に立ち、座長の許可を得てから所属、氏名を述べ、簡潔に発

言してください。スライドの使用はご遠慮ください。
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【PC 受付】：パシフィコ横浜　会議センター 3F　フォワイエ
 　11 月 13 日（木）　8：00 ～ 17：00
 　11 月 14 日（金）　8：00 ～ 17：00
 　11 月 15 日（土）　7：30 ～ 15：00

3）PC プレゼンテーションについて
 　・ご発表はデータ（USB メモリ）またはノート PC の持参による PC での発表のみとなります。
 　　※ Macintosh をご使用の方はプロジェクターへの映像出力ケーブルをお持ちください。
 　　※ Macintosh での作成および動画をご使用の場合は、必ずご自身の PC をご持参ください。
 　・プロジェクターの解像度は 1920 × 1080（フル HD）です。
 　・映像サイズは 16：9 です。

【ご発表データをお持ち込みいただく場合】
 　・学術集会で用意する PC の仕様は以下のとおりです。
 　　OS：Windows11　　アプリケーション：Power Point for Microsoft365
 　・‌�フォントは、Windows11 に標準搭載されているフォントのみ使用可能です。文字化けや文字ずれを極力

避けるためにフォントは OS 標準のものをご使用ください。
 　　日本語：
 　　英　語：Arial、Century、Century Gothic、Times New Roman

 　・�動画を使用の場合は Windows Media Player で再生可能な動画をご用意ください。
 　　動画ファイルは mp4、wmv 形式を推奨します。
 　・ファイル名は「プログラム番号＿演者名」（例：SL1 ＿成育太郎）としてください。
 　・お預かりした発表用データは、学術集会終了後に責任をもって消去いたします。
 　　※‌�学会当日、データの文字化け、画面レイアウトのバランス異常などは主催者側で修正しかねますので

事前に十分ご確認ください。
 　　※‌�発表の際は演台に設置しております操作用キーパッドとマウスを使用して、演者ご本人による操作を

お願いいたします。

【PC 本体を持参される場合】
 　・�プロジェクターへの映像出力は HDMI またはミニ D-sub15 ピンです。
 　　それ以外の専用端子の PC をお持ち込みの場合は必ず映像出力ケーブルをご持参ください。
 　・動画や音声がある場合は PC 受付にて再生できることを必ずご確認ください。
 　・スクリーンセーバーならびに省電力設定はあらかじめ解除しておいてください。
 　・電源ケーブルを必ずご持参ください。
 　・何らかのトラブルによりお持ちいただいた PC が作動しないことがあります。
 　　‌�必ずバックアップデータを USB メモリにてご持参ください。バックアップデータは Windows 対応のも

のに限ります。
 　・発表終了後は会場内 PC オペレーター席にて PC をお引き取りください。
 　・タブレットやスマートフォンによる発表には対応しておりません。
 　・‌�セッションの進行に影響が出るため、PowerPoint 付属ツールの「発表

者ツール」は使用できません。発表原稿が必要な方はあらかじめプリ
ントアウトをお持ちください。
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8．ポスター発表の方へ
1）ポスター作成基準
  ① ポスターを掲示するパネルの大きさは、横 90cm ×縦 180cm です。
  ② ‌�演題番号はあらかじめパネルに貼付してあります。演題名・所属・演者名は各自で用意してください。� 	

（横 70cm ×縦 20cm）。
  ③ 要旨・目的・対象・方法・結果・結論の順に分かりやすく作成してください。
  ④ 掲示に必要な備品は事務局で用意します。
  ⑤ 掲示・閲覧・撤去
 　　・ポスターの貼り替えはございません。会期中（3 日間）を通して掲示が可能です。
 　　・11 月 13 日（木）は発表はございませんが、ポスターの貼付は可能です。
 【11 月 13 日（木）】　《貼付》9：00 ～ 13：00　《閲覧》13：00 ～ 18：00
 【11 月 14 日（金）】　《貼付》9：00 ～ 11：00　《閲覧》11：00 ～ 14：20
 【11 月 15 日（土）】　《貼付》9：00 ～ 11：00　《閲覧》11：00 ～ 13：30　《撤去》14：30 ～ 15：30
　※撤去時刻以降に残っている掲示物は運営事務局で処分しますのであらかじめご了承ください。

2）発表について
 　�ポスター発表は発表時間 3 分、質疑応答 2 分の計 5 分となり、English Session ポスターの発表時間は発表

5 分、質疑応答 5 分の計 10 分です。時間は厳守してください。
 　ポスター演者の受付はありません。演者用リボンと貼付用備品は各パネルに準備しております。
 　セッション開始時刻 10 分前に、演者用リボンをつけてポスターパネルの前に待機してください。
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9．利益相反（COI）の開示について
本学術集会で発表・講演を行う場合、筆頭演者および研究責任者の皆様は、発表演題に関する利益相反状態の
自己申告および開示が必要です。発表者の皆様にはすでに演題登録時に利益相反の有無についてご申告いただ
いておりますが、ご申告内容について、演題発表時にも利益相反状態の開示をお願いいたします。口演発表者
はスライドの最初に、ポスター発表者は、演題名、発表者名、所属機関名の下段に開示してください。
利益相反状態の開示方法につきましては、学術集会ホームページをご参照いただき、開示スライド様式をダウ
ンロードしてご使用ください。
第 69 回日本新生児成育医学会・学術集会（URL：https://jsnhd69.umin.jp/coi.html）

10．学会賞受賞記念講演
第 1 日、11 月 13 日（木）14：20 ～ 15：20 にパシフィコ横浜　会議センター 1F（メインホール）
にて開催いたします。

［学会論文賞］
　2024 年度学会論文賞
　 「NICU 入院中の家族への画像・情報配信による家族への影響」
　　演者：早田　茉莉（川口市立医療センター　新生児集中治療科）
　　座長：日下　隆（香川大学医学部　小児科学講座）

［学術奨励賞］
　2024 年度学術奨励賞
　 「Host-derived protein profiles of human neonatal meconium across gestational ages」
　　演者：設樂　佳彦（東京大学医学部附属病院　小児科 / 東京女子医科大学病院　新生児科）
　　座長：日下　隆（香川大学医学部　小児科学講座）

11．理事会
会場内のプログラムとしては開催いたしません。

（学会事務局からのご案内をご確認ください）

12．社員総会
第 1 日、11 月 13 日（木）16：00 ～ 18：00 にパシフィコ横浜　会議センター 1F（メインホール）
にて開催いたします。（15：30 より会場前で受付を開始いたします。）

13．企業展示
以下の時間帯にパシフィコ横浜　会議センター 3F（301・302）にて開催いたします。
第 1 日、11 月 13 日（木）9：00 ～ 17：30
第 2 日、11 月 14 日（金）9：00 ～ 17：30
第 3 日、11 月 15 日（土）9：00 ～ 15：00

14．教育セミナー（ランチョンセミナー）のご案内
教育セミナーでは整理券を配布し、お弁当をご用意いたします。
配布時間：各日 8：00 ～ 11：00
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配布場所：パシフィコ横浜　会議センター 2F フォワイエ
整理券はお一人様一枚とさせていただきます。

（配布は先着順で、なくなり次第終了とさせていただきますのであらかじめご了承ください）
＊整理券はセミナー開始と同時に無効となります。

15．その他会合
新生児医療連絡会総会　2025 年第 2 回総会（集合型）を第 2 日、11 月 14 日（金）18：00 ～ 20：00 にパシフィ
コ横浜会議センター 5F（503）にて開催いたします。

16．託児室のお知らせ（完全予約制）
委託会社：株式会社アルファコーポレーション（公益社団法人全国保育サービス協会正会員）
　　　　　詳細は学術集会ホームページを参照ください。

17．その他
会場内での撮影、録音などは原則禁止です。
携帯電話は電源を切るかマナーモードに設定し、会場内でのご使用はお控えください。
会場内での呼び出しは行いません。総合受付横の掲示板をご利用ください。
会場内は全て禁煙となっておりますので、あらかじめご了承ください。
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会場案内
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